
大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容

│
│
『
太
平
記
』
に
お
け
る
引
用
意
図
を
め
ぐ
っ
て
│
│

北

村

昌

幸

一

は
じ
め
に

三
代
集
の
最
後
を
飾
る
『
拾
遺
和
歌
集
』
は
、
入
集
歌
人
の
官
職
表
記
か
ら
寛
弘
年
間
（
一
〇
〇
四
〜
一
〇
一
一
）
の
前
半
に
成
立
し
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
十
二
に
、
奈
良
時
代
の
僧
行
基
と
天
竺
僧
菩
提
僊
那
と
の
贈
答
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
盧
。

南
天
竺
よ
り
東
大
寺
供
養
に
あ
ひ
に
、
菩
提
が
な
ぎ
さ
に
き
つ
き
た
り
け
る
時
、
よ
め
る

霊
山
の
釈
迦
の
み
ま
へ
に
ち
ぎ
り
て
し
真
如
く
ち
せ
ず
あ
ひ
見
つ
る
か
な

（
一
三
四
八
）

返
し

婆
羅
門
僧
正

か
び
ら
ゑ
に
と
も
に
ち
ぎ
り
し
か
ひ
あ
り
て
文
殊
の
み
か
ほ
あ
ひ
見
つ
る
か
な

（
一
三
四
九
）

右
の
詞
書
は
史
実
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
盪
。
神
護
景
雲
四
年
（
七
七
〇
）
に
書
か
れ
た
『
南
天
竺
婆
羅
門
僧
正
碑
并
序
』
に
よ
れ

ば
、
中
国
に
来
て
い
た
菩
提
僊
那
（
婆
羅
門
僧
正
）
が
来
朝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
遣
唐
使
ら
に
招
請
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
い

う
。
摂
津
国
に
到
着
し
た
彼
を
行
基
が
出
迎
え
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
仏
開
眼
供
養
を
十
六
年
も
遡
る
天
平
八
年
（
七
三
六
）

の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
拾
遺
和
歌
集
』
は
あ
た
か
も
供
養
式
典
を
目
当
て
と
し
た
自
発
的
な
訪
日
で
あ
っ
た
か
の

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容

一



よ
う
に
記
し
て
い
る
。
大
仏
供
養
と
い
う
セ
レ
モ
ニ
ー
の
特
異
性
が
、
こ
う
し
た
理
解
を
助
長
し
て
い
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

同
じ
く
〈
大
仏
供
養
式
典
を
目
的
と
す
る
来
朝
〉
を
説
く
文
献
は
相
当
な
数
に
上
っ
て
お
り
、
内
訳
を
見
る
と
、
史
書
・
説
話
集
・
歌
論

・
軍
記
物
語
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
収
め
ら
れ
て
い
る
該
話
（
以
下
、
大
仏
供

養
導
師
説
話
と
称
す
る
）
は
、
細
部
の
記
述
に
は
相
違
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
行
基
と
婆
羅
門
僧
正
の
神
秘
性
や
式
典
の
晴
れ
が
ま
し
さ
を

讃
え
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

『
太
平
記
』
巻
二
十
五
（
流
布
本
等
で
は
巻
二
十
四
）
に
引
用
さ
れ
る
同
説
話
の
場
合
も
、〈
天
皇
か
ら
東
大
寺
大
仏
供
養
の
導
師
を
務
め

る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
行
基
が
、
異
国
か
ら
訪
れ
る
僧
を
適
任
者
と
し
て
推
薦
し
、
そ
の
出
迎
え
先
で
相
手
と
和
歌
を
や
り
と
り
す
る
〉
と

い
う
骨
子
は
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
実
際
に
本
文
を
読
む
と
、
明
ら
か
に
他
文
献
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
同
じ
特
徴

を
有
す
る
の
は
、『
太
平
記
』
を
典
拠
と
し
て
書
か
れ
た
『
三
国
伝
記
』
巻
二
第
十
二
話
の
み
で
あ
る
。
い
っ
た
い
、
こ
の
独
自
性
は
何

に
由
来
す
る
の
か
。
本
稿
で
は
『
太
平
記
』
所
引
説
話
を
焦
点
と
し
、
そ
の
特
徴
と
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
試
み
は
、
故

事
説
話
引
用
に
あ
た
っ
て
の
太
平
記
作
者
の
態
度
を
探
る
こ
と
に
も
繋
が
る
は
ず
で
あ
る
。

二

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
展
開

ま
ず
は
該
話
の
歴
史
的
展
開
を
確
認
し
て
お
く
。
前
述
の
骨
子
を
備
え
た
諸
文
献
の
う
ち
、
初
期
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

永
観
二
年
（
九
八
四
）
に
成
立
し
た
『
三
宝
絵
』
の
中
巻
第
三
条
後
半
部
分
で
あ
る
蘯
。
該
当
本
文
を
引
用
す
る
盻
。

漓

又
天
皇
東
大
寺
ヲ
作
給
テ
、
供
養
ジ
給
ハ
ム
ズ
ル
ニ
、
講
師
ニ
ハ
行
基
菩
薩
ヲ
定
テ
宣
旨
ヲ
給
ニ
、「
行
基
ハ
其
事
ニ
タ
ヘ
ズ
侍
リ
。
外
国
ヨ
リ
大

師
来
給
ベ
シ
。
ソ
レ
ナ
ム
ツ
カ
ウ
マ
ツ
ル
ベ
キ
」
ト
奏
ス
レ
バ
、
供
養
ゼ
ム
ト
ス
ル
ホ
ド
ニ
成
テ
、
摂
津
国
ノ
難
波
ノ
津
ニ
大
師
ノ
ム
カ
ヘ
ト
テ
ユ

ク
。
即
オ
ホ
ヤ
ケ
ニ
申
給
テ
、
百
僧
ヲ
ヒ
キ
ヰ
タ
リ
。
次
ニ
行
基
ハ
第
百
ニ
ア
タ
リ
給
ヘ
リ
。
治
部
玄
蕃
雅
楽
司
等
ヲ
船
ニ
ノ
リ
ク
ハ
ヘ
テ
、
音
楽

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容

二



滷

ヲ
調
テ
ユ
キ
向
ニ
、
難
波
ノ
津
ニ
イ
タ
リ
テ
ミ
レ
バ
、
人
モ
ナ
シ
。
行
基
閼
伽
一
具
ヲ
ソ
ナ
ヘ
テ
、
ソ
ノ
ム
カ
ヘ
ニ
イ
ダ
シ
ヤ
ル
。
花
ヲ
モ
リ
、
香

ヲ
タ
キ
テ
、
潮
ノ
上
ニ
ウ
カ
ブ
。
ミ
ダ
レ
チ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
ハ
ル
カ
ニ
西
ノ
海
ニ
ウ
カ
ビ
行
ヌ
。
シ
バ
ラ
ク
ア
リ
テ
、
小
船
ニ
ノ
リ
テ
波
羅
門
僧

滷

（
マ
マ
）

正
、
名
ハ
菩
提
ト
イ
フ
僧
来
レ
リ
。
閼
伽
又
コ
ノ
舟
ノ
前
ニ
ウ
カ
ビ
テ
、
ミ
ダ
レ
ズ
シ
テ
帰
来
レ
リ
。
菩
薩
ハ
南
天
竺
ヨ
リ
、
東
大
寺
供
養
ノ
日
ニ

ア
ハ
ム
ト
テ
、
南
海
ヨ
リ
来
レ
リ
。
舟
ヨ
リ
浜
ニ
ヨ
セ
テ
ヲ
リ
テ
、
タ
ガ
ヒ
ニ
手
ヲ
ト
リ
、
喜
ヱ
メ
リ
。
行
基
菩
薩
先
読
歌
曰
、

霊
山
ノ
尺
迦
ノ
ミ
マ
ヘ
ニ
契
テ
シ
真
如
ク
チ
セ
ズ
ア
ヒ
ミ
ツ
ル
カ
ナ

波
羅
門
僧
正
返
歌
曰
、

澆

伽
�
羅
衛
ニ
ト
モ
ニ
契
シ
カ
ヒ
ア
リ
テ
文
殊
ノ
御
�
ア
ヒ
ミ
ツ
ル
カ
ナ

澆

ト
イ
ヒ
テ
、
ト
モ
ニ
宮
コ
ニ
ノ
ボ
リ
給
ヌ
。
爰
ニ
知
ヌ
、
行
基
ハ
是
文
殊
ナ
リ
ケ
リ
ト
。

傍
線
部
の
概
要
を
改
め
て
抽
出
す
る
と
、

漓
―
行
基
が
異
国
の
上
人
の
来
朝
を
予
言
す
る
。

滷
―
行
基
が
海
に
浮
か
べ
て
送
り
出
し
た
閼
伽
器
が
、
小
船
を
先
導
し
て
戻
っ
て
く
る
。

澆
―
婆
羅
門
僧
正
の
詠
ん
だ
和
歌
に
よ
っ
て
、
行
基
が
文
殊
の
化
身
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

と
な
る
。
以
上
の
ご
と
く
、
行
基
の
神
通
力
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
そ
の
力
の
根
源
も
明
か
さ
れ
て
い
る
。『
三
宝
絵
』
中
巻
第
三
条
の

場
合
、
前
半
の
逸
話
（
智
光
堕
地
獄
蘇
生
譚
な
ど
）
と
の
相
乗
効
果
も
あ
っ
て
、
超
越
者
ぶ
り
は
い
よ
い
よ
強
調
さ
れ
る
に
至
る
。
な
お
、

後
に
現
れ
る
文
献
の
中
に
は
、
大
仏
供
養
導
師
説
話
だ
け
を
独
立
さ
せ
て
語
る
も
の
が
多
い
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に
あ
っ
て
も
、
顕
彰
譚
と

し
て
の
性
格
は
基
本
的
に
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
な
か
に
は
漓
滷
澆
に
肉
付
け
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
管
見
に
入
っ
た
も
の
を

整
理
し
て
み
よ
う
。

漓
に
つ
い
て
は
、
該
当
記
事
を
欠
く
も
の
（
Ａ
）、
実
名
を
明
か
さ
ず
に
「
外
国
」「
天
竺
」
の
「
大
師
（
聖
者
・
上
人
）」
の
来
朝
を
予

言
す
る
も
の
（
Ｂ
）、「
婆
羅
門
尊
者
」
を
神
通
力
で
呼
び
寄
せ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
（
Ｃ
）
に
大
別
さ
れ
る
。
Ｂ
の
よ
う
な
予
言
も

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容

三



不
思
議
な
力
の
表
れ
に
は
違
い
な
い
が
、
日
本
に
居
な
が
ら
に
し
て
遠
い
天
竺
か
ら
尊
者
を
呼
び
寄
せ
る
Ｃ
の
形
の
方
が
、
さ
ら
に
強
烈

な
印
象
を
生
み
出
す
だ
ろ
う
。
時
代
が
下
っ
て
軍
記
物
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
き
、
行
基
の
神
通
力
は
他
者
を
意
の
ま
ま
に
動
か
す
ほ

ど
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
南
天
竺
か
ら
観
自
在
菩
薩
が
来
る
こ
と
を
予
言
す
る
も
の
（『
扶
桑
略
記
抄
』）、
南
天
竺
か
ら
知
り
合
い
の
僧
が
来
る
こ
と
を

予
言
す
る
も
の
（『
私
聚
百
因
縁
集
』）、
名
指
し
で
婆
羅
門
僧
正
の
来
朝
を
予
言
す
る
も
の
（『
俊
頼
髄
脳
』、『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
十
四
）
な

ど
、
Ｂ
型
の
亜
流
と
思
わ
れ
る
文
献
が
幾
つ
か
存
在
す
る
。
独
自
性
の
強
い
も
の
と
し
て
は
、
あ
る
人
が
普
賢
の
来
日
を
夢
で
察
知
し
た

と
す
る
『
宝
物
集
』
第
五
が
あ
る
。

滷
の
場
合
も
、
読
み
本
系
『
平
家
物
語
』
以
外
の
文
献
は
二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
行
基
が
海
に
浮
か
べ
た
閼
伽
器
（
折
敷
）
が
小
船

と
一
緒
に
戻
っ
て
き
た
と
記
す
も
の
（
Ｄ
）、
こ
の
仕
掛
け
を
ま
っ
た
く
取
り
上
げ
な
い
も
の
（
Ｅ
）
は
以
下
の
通
り
。

Ａ

拾
遺
和
歌
集
・
元
興
寺
小
塔
院
師
資
相
承
記
（
東
大
寺
要
録
所
引
）・
大
安
寺
菩
提
伝
来
記
（
東
大
寺
要
録
所
引
）・
行
基
菩
薩
伝
（
七
大

寺
巡
礼
私
記
所
引
）・
袋
草
子
・
古
来
風
躰
抄
・
阿
娑
縛
鈔
・
沙
石
集
・
為
兼
鑄
和
歌
抄

Ｂ

三
宝
絵
・
日
本
往
生
極
楽
記
・
法
華
験
記
・
今
昔
物
語
集
・
行
基
年
譜
・
建
久
御
巡
礼
記
・
諸
寺
建
立
次
第
・
古
事
談
・
東
大
寺
縁
起
絵

詞
・
帝
王
編
年
記
・
行
基
大
菩
薩
行
状
記

Ｃ

延
慶
本
平
家
物
語
・
長
門
本
平
家
物
語

Ｄ

三
宝
絵
・
日
本
往
生
極
楽
記
・
法
華
験
記
・
俊
頼
髄
脳
・
今
昔
物
語
集
・
行
基
年
譜
・
扶
桑
略
記
抄
・
建
久
御
巡
礼
記
・
諸
寺
建
立
次
第

・
古
事
談
・
私
聚
百
因
縁
集
・
沙
石
集
・
源
平
盛
衰
記
・
帝
王
編
年
記

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容

四



Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
は
和
歌
関
係
の
資
料
が
少
々
目
立
つ
よ
う
だ
。
だ
が
、
過
半
数
の
文
献
が
こ
の
場
面
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
は
、
大
仏
供

養
導
師
説
話
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
重
ん
じ
て
い
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。
な
お
、「
大
安
寺
菩
提
伝
来
記
」
で
は
香
印
を
、

『
東
大
寺
縁
起
絵
詞
』
で
は
香
花
を
そ
の
ま
ま
浮
か
べ
た
と
し
、
そ
の
香
花
が
婆
羅
門
僧
正
の
舟
を
取
り
巻
い
た
と
説
い
て
い
る
。
広
い

意
味
で
は
、
こ
れ
ら
も
Ｄ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
と
見
な
さ
れ
よ
う
。
他
方
、
閼
伽
器
が
婆
羅
門
僧
正
の
舟
に
飛
び
入
っ
た
と
す
る
の
が
『
行

基
大
菩
薩
行
状
記
』、
そ
し
て
、
送
り
出
し
た
閼
伽
折
敷
そ
の
も
の
が
僧
正
を
乗
せ
て
戻
っ
て
き
た
と
す
る
の
が
延
慶
本
お
よ
び
長
門
本

『
平
家
物
語
』
の
巻
一
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
の
こ
の
独
自
説
は
、
先
に
挙
げ
た
漓
Ｃ
の
記
事
と
連
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
こ
の
閼
伽
器
が
「
ミ
ダ
レ
チ
ル
コ
ト
ナ
シ
」「
ミ
ダ
レ
ズ
シ
テ
帰
来
レ
リ
」（『
三
宝
絵
』）、
あ
る
い
は
「
風
モ
吹
カ
ザ
ル
ニ
閼
伽
ヲ

シ
キ
流
レ
テ
西
ヲ
サ
シ
テ
行
ク
」（
延
慶
本
『
平
家
物
語
』）
で
あ
っ
た
と
い
う
一
節
に
、
閼
伽
器
を
操
る
行
基
の
力
の
不
思
議
さ
が
示
さ
れ

て
い
る
。

澆
に
つ
い
て
は
、
今
回
考
察
対
象
と
し
た
す
べ
て
の
文
献
に
「
文
殊
の
御
顔
」
詠
が
含
ま
れ
て
お
り
、
差
異
が
表
れ
る
の
は
「
爰
ニ
知

ヌ
、
行
基
ハ
是
文
殊
ナ
リ
ケ
リ
ト
」
に
相
当
す
る
記
述
で
あ
る
。
当
該
説
話
内
に
は
こ
の
念
押
し
を
含
ま
な
い
も
の
（
Ｆ
）、
行
基
一
人

を
特
筆
す
る
も
の
（
Ｇ
）、
婆
羅
門
僧
正
普
賢
説
と
あ
わ
せ
て
語
る
も
の
（
Ｈ
）、
さ
ら
に
聖
武
天
皇
と
良
弁
を
加
え
て
四
聖
の
本
体
を
説

く
も
の
（
Ｉ
）
と
い
う
、
四
つ
の
型
が
存
在
す
る
。
な
お
、
婆
羅
門
僧
正
普
賢
説
の
み
を
言
明
す
る
『
源
平
盛
衰
記
』
の
よ
う
な
特
殊
な

も
の
も
見
ら
れ
る
。

Ｅ

拾
遺
和
歌
集
・
元
興
寺
小
塔
院
師
資
相
承
記
（
東
大
寺
要
録
所
引
）・
行
基
菩
薩
伝
（
七
大
寺
巡
礼
私
記
所
引
）・
袋
草
子
・
宝
物
集
・
古

来
風
躰
抄
・
為
兼
鑄
和
歌
抄
・
阿
娑
縛
鈔

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容

五



こ
こ
で
留
意
し
て
お
き
た
い
の
が
『
俊
頼
髄
脳
』
で
あ
る
。
本
来
は
行
基
が
文
殊
の
化
身
で
あ
り
、
贈
答
歌
の
パ
ー
ト
ナ
ー
た
る
婆
羅
門

僧
正
が
普
賢
の
化
身
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
ご
く
一
般
的
な
理
解
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
『
俊
頼
髄
脳
』
で
は
、「
こ
の
二
人
は
、
同
じ
く

文
殊
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
と
ぞ
言
い
伝
へ
た
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
書
は
漓
で
独
自
性
を
垣
間
見
せ
た
だ
け
で
な
く
、

澆
で
も
非
常
に
特
殊
な
文
言
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
説
話
の
冒
頭
の
「
聖
武
天
皇
と
申
し
け
る
女
み
か
ど
の
」
と
い
う
事
実
誤
認

も
勘
案
す
れ
ば
、
編
者
俊
頼
が
原
拠
を
忠
実
に
踏
ま
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
逸
脱
は
、
当
該
説
話
を
め
ぐ
る

解
釈
の
幅
を
推
考
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。

以
上
、『
三
宝
絵
』
を
基
軸
に
し
て
、
各
文
献
に
お
け
る
行
基
の
神
秘
性
を
示
す
記
述
を
確
認
し
て
き
た
が
、
漓
滷
澆
以
外
に
興
味
深

い
記
事
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』『
法
華
験
記
』『
古
事
談
』
に
は
、
到
着
し
た
ば
か
り
の
天
竺
僧
の
名

を
行
基
が
人
々
に
紹
介
す
る
場
面
が
あ
る
。
顔
も
名
前
も
知
ら
な
い
は
ず
の
相
手
で
あ
る
の
に
、
行
基
が
そ
れ
を
知
り
得
た
の
は
、
じ
つ

は
か
つ
て
「
霊
山
の
釈
迦
の
み
ま
へ
」
で
同
席
し
た
間
柄
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、『
行
基
年
譜
』
な

ど
は
二
人
が
梵
語
で
会
話
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
一
第
七
話
は
、
婆
羅
門
僧
正
が
訪
日
を
思
い
立
っ
た

動
機
を
、
次
の
通
り
追
記
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
眈
。

Ｆ

拾
遺
和
歌
集
・
元
興
寺
小
塔
院
師
資
相
承
記
（
東
大
寺
要
録
所
引
）・
大
安
寺
菩
提
伝
来
記
（
東
大
寺
要
録
所
引
）・
行
基
年
譜
・
扶
桑
略

記
抄
・
古
来
風
躰
抄
・
阿
娑
縛
鈔
・
為
兼
鑄
和
歌
抄

Ｇ

三
宝
絵
・
日
本
往
生
極
楽
記
・
法
華
験
記
・
今
昔
物
語
集
・
行
基
菩
薩
伝
（
七
大
寺
巡
礼
私
記
所
引
）・
袋
草
子
・
私
聚
百
因
縁
集
・
行

基
大
菩
薩
行
状
記

Ｈ

延
慶
本
平
家
物
語
・
長
門
本
平
家
物
語
・
東
大
寺
縁
起
絵
詞

Ｉ

宝
物
集
・
建
久
御
巡
礼
記
・
諸
寺
建
立
次
第
・
古
事
談
・
沙
石
集
・
帝
王
編
年
記

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容
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此
ノ
人
、
本
、
南
天
竺
、
迦
毘
羅
衛
国
ノ
人
也
。
文
殊
ニ
値
遇
シ
奉
ラ
ム
ト
祈
願
給
ヒ
ケ
ル
程
ニ
、
貴
人
出
来
テ
告
テ
云
ク
、「
文
殊
ハ
震
旦
ノ
五

（
マ
マ
）

台
山
ニ
御
マ
ス
」
ト
。
是
ニ
依
テ
、
菩
薩
天
竺
ヨ
リ
震
旦
ニ
至
テ
、
五
台
山
ニ
尋
ネ
詣
給
タ
ル
ニ
、
道
ニ
一
人
ノ
老
翁
値
テ
菩
薩
ニ
告
テ
云
ク
、

「
文
殊
ハ
日
本
国
ノ
衆
生
ヲ
利
益
セ
ン
ガ
為
ニ
、
彼
ノ
国
ニ
誕
生
シ
給
ヒ
ニ
キ
」。
菩
薩
此
レ
ヲ
聞
キ
給
テ
、
本
懐
ヲ
遂
ム
ガ
為
ニ
此
ノ
国
ニ
来
給
ヘ

ル
也
。
彼
ノ
文
殊
ノ
此
ノ
国
ニ
誕
生
シ
給
フ
ト
云
フ
ハ
、
行
基
菩
薩
、
是
也
。

同
じ
記
事
は
『
扶
桑
略
記
抄
』『
元
亨
釈
書
』
に
も
見
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
種
々
の
要
素
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
基
の
神

秘
性
、
そ
し
て
文
殊
化
身
説
は
、
ま
す
ま
す
確
か
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
仏
供
養
導
師
説
話
は
婆
羅
門
僧
正
の
超
常
性
を
特
筆
す
る
方
向
に
も
展
開
し
て
い
く
。
前
述
し
た
普
賢
化
身
説
を
明
記

す
る
文
献
（
Ｆ
お
よ
び
Ｇ
）
が
現
れ
、
そ
の
説
を
補
強
す
べ
く
、『
東
大
寺
要
録
』
所
引
の
「
元
興
寺
小
塔
院
師
資
相
承
記
」
な
ど
に
基
づ

い
て
、
婆
羅
門
僧
正
が
見
知
ら
ぬ
百
人
の
僧
の
中
か
ら
行
基
そ
の
人
を
探
り
当
て
る
場
面
が
加
え
ら
れ
（『
諸
寺
建
立
次
第
』『
沙
石
集
』）、

ま
た
、『
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
』『
南
都
高
僧
伝
』
の
道
�
の
所
伝
│
│
六
牙
白
象
に
乗
っ
た
姿
を
あ
る
人
が
夢
に
見
た
と
す
る
話
│
│
が

婆
羅
門
僧
正
の
逸
話
に
転
用
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
（『
源
平
盛
衰
記
』）。
行
基
の
み
な
ら
ず
婆
羅
門
僧
正
を
も
あ
わ
せ
て
顕
彰
す
る
こ
と

は
、
彼
ら
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
供
養
式
典
そ
の
も
の
の
荘
厳
さ
を
二
重
に
保
証
す
る
こ
と
に
繋
が
る
だ
ろ
う
。『
三
宝
絵
』
や
『
日
本

往
生
極
楽
記
』
で
は
行
基
説
話
群
の
一
篇
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
該
話
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
至
る
と
、
行
基
の
没
年

（
七
四
九
）
を
無
視
し
た
虚
構
の
一
節
「
バ
ラ
門
尊
者
ハ
読
師
、
行
基
菩
薩
ハ
講
師
ニ
テ
大
仏
殿
ヲ
バ
供
養
ア
リ
キ
」
を
備
え
る
に
至
る
。

高
僧
二
人
に
よ
る
《
晴
れ
が
ま
し
い
法
会
》
の
代
表
格
と
し
て
、
比
較
対
象
た
る
得
長
寿
院
供
養
の
引
き
立
て
役
を
期
待
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
あ
る
。

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容

七



三
『
太
平
記
』
所
引
説
話
の
独
自
性

『
太
平
記
』
巻
二
十
五
に
引
用
さ
れ
て
い
る
大
仏
供
養
導
師
説
話
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
従
来
の
も
の
と
は
様
相
が
異
な
っ
て

い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
異
質
か
と
い
う
と
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
要
素
漓
滷
澆
を
す
べ
て
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
文
を
掲
出

し
て
確
認
し
て
み
よ
う
。『
太
平
記
』
古
態
本
の
う
ち
、
西
源
院
本
や
神
宮
徴
古
館
本
に
は
改
訂
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
（
後
述
）、
こ
こ
で
は
神
田
本
の
本
文
を
用
い
る
眇
。
神
田
本
巻
二
十
五
に
は
切
継
が
施
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
幾
つ
か
後
出
性
を

窺
わ
せ
る
箇
所
も
存
在
す
る
の
だ
が
眄
、
当
該
説
話
の
本
文
に
限
っ
て
い
え
ば
、
概
ね
原
形
に
近
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

我
朝
の
古
へ
、
聖
武
天
皇
、
東
大
寺
を
つ
く
ら
せ
ら
れ
、
金
銅
十
六
丈
の
廬
舎
那
仏
を
安
置
し
て
供
養
を
と
げ
ら
れ
し
に
、
行
基
�
を
導
師
に
請
じ

盧

給
ふ
。
行
基
勅
使
に
向
つ
て
申
さ
せ
給
ひ
け
る
は
、「
綸
命
重
く
し
て
辞
す
る
に
言
ば
な
し
と
い
へ
ど
も
、
か
く
の
ご
と
く
の
御
願
は
た
ゞ
冥
顕
の

盧

帰
す
る
所
に
任
せ
ら
る
べ
き
に
て
さ
う
ら
へ
ば
、
供
養
の
当
日
に
香
花
を
備
へ
、
伽
陀
を
唱
へ
て
、
天
竺
よ
り
梵
僧
を
請
じ
奉
つ
て
供
養
を
ば
と
げ

行
は
れ
さ
う
ら
う
べ
し
」
と
ぞ
計
ひ
申
さ
れ
け
る
。
天
子
を
始
め
進
ら
せ
て
諸
鑄
悉
く
、「
世
既
に
澆
季
に
な
り
ぬ
。
い
か
に
誠
を
い
た
す
共
、
百

万
里
の
波
涛
を
隔
た
る
天
竺
よ
り
俄
か
に
導
師
来
つ
て
供
養
を
と
げ
ら
れ
ん
事
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
大
き
に
疑
ひ
を
な
し
な
が
ら
、
行
基
の
計
ひ
申

さ
る
ゝ
上
へ
は
、
異
儀
に
及
ぶ
べ
き
に
あ
ら
ず
と
て
、
明
日
供
養
と
云
ふ
迄
は
導
師
を
ば
未
だ
定
め
ら
れ
ず
。
已
に
其
の
日
に
成
け
る
朝
、
行
基
自

盪

ら
摂
津
国
難
波
の
う
ら
に
出
給
ひ
、
西
に
向
つ
て
香
花
を
供
じ
、
坐
具
を
の
べ
て
礼
拝
し
給
ふ
。
五
色
の
雲
天
に
聳
き
、
一
葉
の
舟
浪
に
浮
び
て
、

天
竺
の
婆
羅
門
僧
正
忽
然
と
し
て
来
り
給
ふ
。
諸
天
蓋
を
捧
げ
て
御
津
の
浜
松
自
ら
雪
に
傾
か
と
驚
き
、
異
香
衣
を
染
て
難
波
津
の
梅
忽
ち
に
春
を

蘯

得
た
る
か
と
あ
や
し
ま
る
。
一
時
の
奇
特
こ
ゝ
に
顕
れ
て
、
万
人
の
信
仰
斜
め
な
ら
ず
。
行
基
�
則
ち
波
羅
門
僧
正
の
御
手
を
引
い
て
、

蘯

伽
�
羅
会
に
契
り
て
を
き
し
か
ひ
あ
り
て
文
殊
の
御
か
ほ
を
あ
ひ
見
つ
る
か
な

と
一
首
の
哥
を
詠
じ
給
へ
ば
、
ば
ら
も
ん
僧
正
、

霊
山
の
し
や
か
の
御
も
と
に
契
り
て
し
真
如
く
ち
せ
ず
あ
ひ
見
つ
る
か
な

と
よ
み
給
ふ
。
供
養
の
儀
則
は
中
々
言
を
つ
く
す
に
い
と
ま
あ
ら
ず
。
天
花
か
ぜ
に
繽
紛
と
し
て
、
梵
音
雲
に
幽
揚
す
。
上
古
に
も
末
代
に
も
あ
り

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容
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が
た
か
り
し
供
養
也
。

傍
線
部
の
内
容
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

盧
―
行
基
が
天
竺
僧
を
招
請
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

盪
―
行
基
が
難
波
津
で
礼
拝
を
行
う
。（
↓
閼
伽
器
を
浮
か
べ
る
記
事
な
し
）

蘯
―
行
基
が
和
歌
の
中
で
婆
羅
門
僧
正
を
文
殊
と
称
す
る
。（
↓
贈
歌
と
答
歌
の
作
者
が
通
常
と
逆
）

『
太
平
記
』
に
お
け
る
盧
は
、
厳
密
に
い
え
ば
予
言
と
は
見
な
し
得
ず
、
仮
に
招
請
の
宣
言
と
し
て
認
め
得
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
け
っ

し
て
行
基
個
人
の
神
通
力
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
発
言
中
の
「
た
だ
冥
顕
の
帰
す
る
所
に
任
せ
ら
る
べ
き
に
て
さ
う
ら
へ
ば
」
が
、
そ

の
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
す
べ
て
は
人
知
を
超
え
た
存
在
に
よ
る
導
き
の
結
果
で
あ
っ
た
。
現
に
『
太
平
記
』
で
は
、
神
仏
の
示
現
を
思

わ
せ
る
記
述
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
波
線
部
に
見
ら
れ
る
「
五
色
の
雲
」「
異
香
」
は
も
ち
ろ
ん
、
読
経
を
意
味
す
る
「
梵
音
」

も
、
原
義
は
〈
仏
の
声
〉
で
あ
っ
て
（
法
華
経
方
便
品
お
よ
び
安
楽
行
品
）、
そ
れ
ら
は
一
様
に
婆
羅
門
僧
正
の
来
朝
が
神
仏
の
加
護
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
印
象
づ
け
る
。
ま
た
、
前
節
の
滷
と
比
較
し
て
、
明
ら
か
に
神
通
力
の
発
動
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
盪
も
、「
冥
顕
の

帰
す
る
所
」
云
々
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
神
仏
を
動
か
す
ほ
ど
の
行
基
の
真
摯
な
祈
り
が
描
か
れ
て
い

る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
蘯
は
重
要
で
あ
る
。〈
行
基＝

文
殊
〉
と
い
う
通
念
に
矛
盾
す
る
こ
の
詠
作
者
逆
転
は
、
一
見
単
な
る
誤
謬
の
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
和
歌
と
作
者
の
組
み
合
わ
せ
が
変
わ
っ
て
い
る
の
は
『
太
平
記
』
お
よ
び
謡
曲
『
巻
絹
』眩
の
み
で
あ

る
。『
三
国
伝
記
』
で
は
通
行
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
眤
。
し
か
し
こ
の
組
み
合
わ
せ
が
、
行
基
の
神
通
力
を
抑
制
し
て
い
る
盧

盪
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
得
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
穿
っ
た
見
方
で
は
あ
る
が
、
太
平
記
作
者
は
確
信
犯
的
に
〈
行
基＝

非
文
殊
、

婆
羅
門
僧
正＝

文
殊
〉
説
を
採
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
え
て
通
説
を
枉
げ
る
こ
と
で
、〈
行
基
の
祈
り
が
神
仏
に
届
き
、
文
殊
の

大
仏
供
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導
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説
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化
身
が
現
れ
て
大
仏
開
眼
を
晴
儀
へ
と
導
い
た
〉
と
い
う
文
脈
を
作
り
出
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
行
基
自
身
が
文
殊
の

化
身
だ
と
い
う
の
な
ら
、
ま
さ
に
大
仏
供
養
の
導
師
役
に
適
任
で
あ
り
、
天
皇
に
よ
る
任
命
を
辞
退
す
る
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
か
か
る
不
自
然
さ
を
も
回
避
す
べ
く
、『
太
平
記
』
は
行
基
を
で
き
る
だ
け
常
人
に
近
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
引
き
下
げ
、

あ
く
ま
で
も
神
仏
の
力
を
頼
み
に
す
る
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

右
の
仮
説
を
め
ぐ
っ
て
思
い
出
さ
れ
る
の
が
、
前
述
し
た
『
俊
頼
髄
脳
』
の
「
こ
の
二
人
は
、
同
じ
く
文
殊
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
と

ぞ
言
い
伝
へ
た
る
」
で
あ
る
。
本
来
は
〈
婆
羅
門
僧
正＝

普
賢
〉
と
い
う
説
が
一
般
的
で
あ
る
が
、〈
婆
羅
門
僧
正＝

文
殊
〉
が
生
じ
る

余
地
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。『
渓
嵐
拾
葉
集
』
第
百
に
も
「
此
僧
正
ト
行
基
菩
薩
倶
是
文
殊
垂
迹
也
」
と
あ
る
。
同
書
の
作
者
光
宗
は
、
太

平
記
作
者
と
し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
る
恵
鎮
と
同
門
の
僧
で
あ
り
、
彼
ら
の
周
辺
に
は
〈
行
基＝

非
文
殊
、
婆
羅
門
僧
正＝

文
殊
〉
説
が
派

生
す
る
土
壌
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

ま
た
、
詠
作
者
名
の
差
し
替
え
に
関
し
て
は
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
諸
文
献
の
混
合
形
態
と
い
う
見
方
も
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。
じ
つ
は

大
仏
供
養
導
師
説
話
に
お
け
る
贈
答
歌
の
順
番
に
は
二
通
り
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
。
前
掲
の
『
三
宝
絵
』
で
は
先
に
行
基
が
「
霊
山

ノ
」
と
詠
み
か
け
、
続
い
て
婆
羅
門
僧
正
が
「
伽
�
羅
衛
ニ
」
と
返
す
の
だ
が
、『
東
大
寺
要
録
』
巻
二
（
醍
醐
寺
本
）
所
引
の
「
元
興
寺

小
塔
院
師
資
相
承
記
」
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
眞
。

婆
羅
門
遙
見
二

進
行
給
�
一

進
向
二

双
手
一

取
レ

袖
以
詞
云
、「
我
与
二

聖
人
一

一
時
芳
被
而
別
離
年
久
、
恋
慕
日
極
、
仍
来
踰
也
」
云
々
、
各
悲
悦
之
後
、

以
二

和
歌
一

詠
云
、

（
マ
マ
）

迦
羅
�
衛
昔
別
故
志
日
本
乃
文
殊
乃
御
貌
合
見
都
留
加
奈

菩
薩
和
歌
云
、

霊
山
乃
釈
迦
乃
御
前
爾
相
見
天
之
真
如
不
朽
須
今
日
見
都
留
加
奈

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容
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此
歌
天
下
人
聞
持
諳
誦
于
レ

今
流
伝
不
レ

絶
、

同
書
に
引
か
れ
る
「
大
安
寺
菩
提
伝
来
記
」
も
同
様
の
配
列
で
あ
る
。
そ
こ
で
諸
書
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る

（
二
説
を
併
記
す
る
『
行
基
年
譜
』
や
、
一
方
の
和
歌
の
下
句
の
み
を
載
せ
る
『
宝
物
集
』、
二
首
の
上
句
と
下
句
を
入
れ
替
え
て
い
る
『
渓
嵐
拾
葉
集
』眥

な
ど
は
除
外
し
た
）。

Ｊ
型
…
…
行
基
「
霊
山
の
」
↓
婆
羅
門
「
迦
毘
羅
衛
に
」

Ｋ
型
…
…
婆
羅
門
「
迦
毘
羅
衛
に
」
↓
行
基
「
霊
山
の
」

要
す
る
に
、『
太
平
記
』
の
記
事
は
、
前
者
の
グ
ル
ー
プ
の
作
者
配
列
〈
行
基
↓
婆
羅
門
〉
と
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
の
和
歌
配
列
〈
迦
毘

羅
会
↓
霊
山
〉
と
を
組
み
合
わ
せ
た
恰
好
、

行
基
「
迦
毘
羅
衛
に
」
↓
婆
羅
門
「
霊
山
に
」

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
太
平
記
作
者
が
依
拠
し
た
資
料
に
お
い
て
、
す
で
に
こ
う
し
た
現
象
が
生
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
眦
、
前
述
の
通
り
〈
婆
羅
門
僧
正＝

文
殊
〉
主
張
へ
の
作
為
が
は
た
ら
い
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
二
グ
ル
ー
プ
の
並
存
状
況
が
『
太

平
記
』
生
成
時
に
都
合
よ
く
利
用
さ
れ
、
新
た
な
型
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ

の
贈
答
歌
記
事
の
独
自
性
が
自
発
的
に
選
び
取
ら
れ
た
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

Ｊ

三
宝
絵
・
拾
遺
和
歌
集
・
日
本
往
生
極
楽
記
・
法
華
験
記
・
俊
頼
髄
脳
・
今
昔
物
語
集
・
袋
草
子
・
古
来
風
躰
抄
・
建
久
御
巡
礼
記
・
諸

寺
立
次
第
・
古
事
談
・
私
聚
百
因
縁
集
・
沙
石
集
・
為
兼
鑄
和
歌
抄
・
延
慶
本
平
家
物
語
・
長
門
本
平
家
物
語
・
源
平
盛
衰
記
・
行
基
大

菩
薩
行
状
記

Ｋ

元
興
寺
小
塔
院
師
資
相
承
記
（
東
大
寺
要
録
所
引
）・
大
安
寺
菩
提
伝
来
記
（
東
大
寺
要
録
所
引
）・
行
基
菩
薩
伝
（
七
大
寺
巡
礼
私
記
所

引
）・
扶
桑
略
記
抄
・
阿
娑
縛
鈔
・
東
大
寺
縁
起
絵
詞
・
帝
王
編
年
記

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容
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し
か
し
な
が
ら
、『
太
平
記
』
諸
本
の
中
に
は
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
の
を
好
ま
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
西
源
院

本
は
Ｊ
型
を
採
用
し
、
神
宮
徴
古
館
本
や
南
都
本
は
Ｋ
型
を
採
用
し
て
い
る
眛
。
書
写
が
重
ね
ら
れ
て
い
く
う
ち
に
、〈
婆
羅
門
僧
正＝

文
殊
〉
は
誤
謬
と
さ
れ
、
書
き
か
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
太
平
記
』
本
文
の
先
後
関
係
を
見
極
め
る
の
は
け
っ
し
て
容
易
で

は
な
い
の
だ
が
、
大
仏
供
養
導
師
説
話
に
限
っ
て
い
え
ば
、
特
異
な
贈
答
歌
記
事
を
有
す
る
神
田
本
眷
・
今
川
家
本
・
京
大
本
・
天
正
本

な
ど
の
形
が
、
他
作
品
一
般
の
そ
れ
と
同
形
に
な
る
よ
う
改
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
大
多
数
の
『
太
平
記
』
伝

本
が
本
来
の
独
自
性
〈
婆
羅
門
僧
正＝

文
殊
〉
を
保
持
す
る
一
方
で
、
西
源
院
本
の
本
文
の
ご
と
き
改
変
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
事

実
か
ら
は
、
当
該
説
話
の
通
行
形
態
が
持
つ
影
響
力
の
大
き
さ
と
、『
太
平
記
』
本
来
の
趣
旨
の
不
徹
底
さ
が
透
か
し
見
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

四

天
龍
寺
供
養
お
よ
び
夢
窓
疎
石
と
の
関
係

『
太
平
記
』
が
従
来
の
大
仏
供
養
導
師
説
話
の
性
質
を
大
き
く
変
容
さ
せ
た
の
は
、
何
ら
か
の
動
機
に
基
づ
く
操
作
で
あ
っ
た
と
見
る

べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
は
、
説
話
の
引
用
意
図
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
太
平
記
』
巻
二
十
五
に
お
い

て
該
話
が
引
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
東
大
寺
供
養
と
天
龍
寺
供
養
と
の
比
較
対
照
が
要
請
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
天
龍
寺
と

は
、
後
醍
醐
天
皇
の
霊
を
慰
撫
す
る
た
め
に
、
足
利
幕
府
主
導
の
も
と
で
夢
窓
疎
石
を
開
山
と
し
て
創
建
さ
れ
た
禅
宗
寺
院
で
あ
り
、
作

中
に
は
落
慶
早
々
に
行
わ
れ
た
御
幸
の
有
様
が
華
々
し
く
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

公
鑄
六
人
殿
上
人
十
二
人
前
駈
随
身
雑
色
牛
飼
に
至
る
迄
み
な
花
を
お
り
て
出
立
た
れ
ば
、
当
り
も
か
ゝ
や
く
や
う
に
ぞ
見
え
た
り
け
る
。
此
日
舞

楽
あ
つ
て
伶
倫
荒
序
を
奏
し
、
国
師
自
ら
香
を
拈
じ
て
万
歳
を
祝
し
給
ふ
。
上
皇
を
始
め
進
ら
せ
て
公
鑄
殿
上
人
に
至
る
迄
、
金
銀
珠
玉
綾
羅
錦

繍
、
和
漢
の
間
に
名
を
の
み
聞
て
、
未
だ
目
に
見
ざ
る
珍
宝
共
を
山
の
如
く
に
つ
み
あ
げ
て
、
御
引
出
物
に
献
ぜ
ら
る
。
両
日
の
儀
式
、
万
人
の
称

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容
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美
、
誠
に
福
智
の
二
法
を
成
就
し
給
へ
る
人
と
は
此
夢
窓
和
尚
を
申
す
べ
き
と
思
は
ぬ
人
は
な
か
り
け
り
。

末
尾
の
「
思
は
ぬ
人
は
な
か
り
け
り
」
と
い
う
表
現
は
、
夢
窓
疎
石
賛
美
が
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
共
有
さ
れ
る
評
価
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て

い
る
。
当
然
そ
の
共
有
は
作
品
享
受
者
に
も
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
『
太
平
記
』
は
、
い
っ
た
ん
そ
う
し
て
夢
窓

を
持
ち
上
げ
て
お
き
な
が
ら
、
す
ぐ
さ
ま
掌
を
返
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
右
の
記
事
の
直
後
に
は
、

夫
れ
仏
を
作
り
堂
を
た
つ
る
善
根
誠
に
す
ぐ
れ
た
り
と
い
へ
ど
も
、
願
主
聊
も
�
慢
の
心
を
起
す
時
は
法
会
の
違
乱
出
来
て
三
宝
の
住
持
も
久
し
か

ら
ず
。

と
い
う
文
章
が
続
い
て
い
る
。
禅
宗
の
台
頭
を
快
く
思
わ
な
い
山
門
が
強
訴
に
及
ん
だ
の
は
、
天
龍
寺
関
係
者
の
「
�
慢
の
心
」
が
原
因

で
あ
っ
た
と
い
う
主
張
で
あ
る
。「
願
主
」
が
指
し
て
い
る
の
は
、
厳
密
に
は
足
利
将
軍
兄
弟
（
も
し
く
は
天
龍
寺
創
建
を
提
案
し
た
「
あ
る

人
」眸
）
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
最
終
的
に
は
「
真
俗
」
す
べ
て
の
関
係
者
の
「
�
慢
の
心
」
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら

（
後
掲
引
用
本
文
参
照
）、
右
の
記
述
は
夢
窓
批
判
に
発
展
す
る
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
。
現
に
太
平
記
評
判
書
の
類
は
、
明
ら
か
に
夢
窓
を

ク
ラ
フ

ハ
シ
ラ
ヲ

ト
ガ
イ

糾
弾
し
て
い
る
。『
太
平
記
評
判
私
要
理
尽
無
極
鈔
』
は
と
く
に
辛
辣
で
、「
心
飽
マ
デ
愚
悪
ニ
シ
テ
欲
心
深
ク
」「
食

レ
柱

蠧
害
ナ

リ
」
と
ま
で
言
い
放
っ
て
い
る
。
後
世
こ
う
し
た
批
判
を
呼
び
起
こ
す
引
き
金
と
な
っ
た
の
が
、「
願
主
聊
も
�
慢
の
心
を
起
す
時
は
」

以
下
の
評
言
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
、
こ
の
主
張
を
承
け
る
位
置
に
置
か
れ
た
大
仏
供
養
導
師
説
話
は
、
逆
に
、「
�
慢
の
心
」
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
た
め
に
「
法
会

の
違
乱
」
も
な
く
挙
行
さ
れ
た
式
典
の
先
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
対
極
か
ら
天
龍
寺
供
養
の
難
点
を
浮
き
彫
り

に
す
る
役
目
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
太
平
記
』
は
理
想
た
る
大
仏
供
養
を
「
仏
閣
供
養
の
あ
り
さ
ま
は
尤
も
か
く
の
ご
と
く

こ
そ
あ
る
べ
き
に
」
と
い
っ
て
称
揚
し
た
後
、

此
天
龍
寺
供
養
の
事
に
つ
い
て
山
門
強
ち
に
嗷
訴
を
い
た
し
、
遂
に
勅
会
の
儀
を
申
と
め
つ
る
事
た
ゞ
事
に
あ
ら
ず
、
何
さ
ま
真
俗
共
に
�
慢
の
心

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
容
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あ
る
に
よ
つ
て
、
天
魔
波
旬
の
伺
ふ
所
ろ
あ
る
に
や
と
、
人
み
な
是
を
あ
や
し
み
け
る
が
、
果
し
て
此
寺
廿
よ
年
の
内
に
二
度
び
迄
や
け
け
る
事
こ

そ
ふ
し
ぎ
な
れ
。

と
記
し
て
章
段
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
夢
窓
の
側
に
は
「
�
慢
の
心
」
が
あ
っ
た
た
め
に
、
神
仏
か
ら
は
見
放
さ
れ
、
天
魔
波
洵
に
つ

け
込
ま
れ
る
結
果
を
招
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
こ
う
し
て
先
の
夢
窓
賛
美
は
つ
い
に
批
判
へ
と
塗
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。『
太
平
記
』
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
褒
貶
並
列
形
式
の
記
事
群
と
も
響
き
合
う
、
特
徴
的
な
叙
述
方
法
で
あ
る
睇
。

蓋
し
、
明
暗
を
分
け
た
の
が
「
�
慢
の
心
」
の
有
無
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
夢
窓
と
対
比
さ
れ
る
行
基
は
限
り
な
く
慎
み
深
い
人
物
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
神
仏
の
前
で
の
慎
み
深
さ
と
は
、
す
べ
て
を
そ
の
加
護
に
委
ね
る
受
動
的
姿
勢
の
な
か
に
こ
そ
、
最
も
鮮
明

に
表
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。『
太
平
記
』
が
行
基
の
神
通
力
を
抑
制
し
、〈
行
基＝

非
文
殊
、
婆
羅
門
僧
正＝

文
殊
〉
説
を
採
っ
た
理
由

は
、
こ
こ
に
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
境
遇
に
立
た
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
っ
た
く
別
の
道
を
選
ぶ
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
行
基
と
夢
窓
。
二
人
の
隔
た
り
の
大
き
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
、
当
該
説
話
に
込
め
ら
れ
た
意
図
で
あ
っ
た
。
そ
の

よ
う
に
考
え
た
場
合
、
あ
る
不
可
解
な
独
自
記
述
に
も
合
理
的
説
明
が
つ
く
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
通
り
、『
太
平
記
』
に
お
け
る
聖
武

天
皇
ら
は
行
基
の
提
案
に
対
し
、「
世
既
に
澆
季
に
な
り
ぬ
。
い
か
に
誠
を
い
た
す
共
、
百
万
里
の
波
涛
を
隔
た
る
天
竺
よ
り
俄
か
に
導

師
来
つ
て
供
養
を
と
げ
ら
れ
ん
事
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
疑
問
を
差
し
挟
ん
で
い
る
。
だ
が
、
い
ま
だ
末
法
の
世
に
さ
え
突
入
し
て
い

な
か
っ
た
天
平
時
代
を
「
澆
季
」
と
捉
え
る
の
は
、
い
さ
さ
か
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
か
る
要
素
が
付
加
さ
れ
た
の
は
、
実

際
に
「
澆
季
」
の
世
に
生
き
て
い
た
夢
窓
の
境
遇
が
、
太
平
記
作
者
の
念
頭
に
あ
っ
た
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。
二
人
を
同
じ
前
提
に
置

く
こ
と
は
、
対
比
を
行
う
に
際
し
て
是
非
と
も
必
要
で
あ
っ
た
。
天
平
の
世
に
神
仏
の
加
護
が
あ
っ
た
こ
と
を
〈
末
法
以
前
と
い
う
時
代

性
の
現
象
〉
と
し
て
片
づ
け
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
、
そ
し
て
、〈
た
と
え
南
北
朝
内
乱
期
と
い
う
「
澆
季
」
の
世
で
あ
っ
て
も
、「
�
慢

の
心
」
を
捨
て
て
真
摯
に
祈
っ
て
い
た
な
ら
神
仏
は
嘉
し
て
く
れ
て
い
た
は
ず
だ
〉
と
訴
え
る
た
め
に
、『
太
平
記
』
の
大
仏
供
養
導
師
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仏
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説
話
は
独
自
の
脚
色
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

五

お
わ
り
に

以
上
、『
太
平
記
』
が
該
話
を
引
用
し
た
の
は
、「
�
慢
の
心
」
と
は
逆
の
「
誠
を
い
た
す
」
敬
虔
さ
に
つ
い
て
語
る
た
め
で
あ
っ
た
こ

と
を
確
認
し
て
き
た
。
そ
の
趣
旨
の
も
と
、
有
名
な
説
話
を
大
胆
に
脚
色
し
て
い
る
事
実
は
、
総
じ
て
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
と
く
に

興
味
深
い
の
は
、「
澆
季
」
と
い
う
語
の
使
用
か
ら
判
明
し
た
、
南
北
朝
内
乱
史
を
モ
デ
ル
に
し
て
故
事
説
話
の
側
を
作
り
変
え
る
と
い

う
手
法
で
あ
る
睚
。
作
者
は
故
事
と
本
筋
と
の
緊
密
な
連
関
を
呈
示
す
る
こ
と
に
腐
心
し
て
い
た
よ
う
だ
。

だ
が
、
こ
う
し
た
本
来
の
意
図
が
作
品
享
受
の
場
で
十
分
に
汲
み
取
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
と
い
う
の
も
、
説
話
と
本

筋
と
を
繋
ぐ
部
分
に
「
仏
閣
供
養
の
あ
り
さ
ま
は
尤
も
か
く
の
ご
と
く
こ
そ
あ
る
べ
き
に
」
と
あ
る
た
め
に
、
該
話
は
導
師
個
人
の
資
質

よ
り
も
、
式
典
全
体
の
比
較
の
方
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
諸
本
の
章
段
名
を
検
す
る

と
、
き
ま
っ
て
「
大
仏
供
養
之
事
」（
神
田
本
）、
も
し
く
は
「
天
龍
寺
供
養
事
付
大
仏
供
養
事
」（
神
宮
徴
古
館
本
）
と
な
っ
て
い
る
。「
行
基

事
」
と
い
っ
た
章
段
名
を
有
す
る
伝
本
は
見
出
せ
な
い
。
こ
の
こ
と
も
作
品
享
受
の
方
向
性
を
左
右
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
思
う

に
、〈
め
で
た
き
大
仏
供
養
〉
と
い
う
俯
瞰
的
理
解
に
止
ま
る
限
り
、『
太
平
記
』
の
企
図
し
た
行
基
像
の
内
実
は
な
か
な
か
韵
み
取
れ
ま

い
。
ま
し
て
、
作
中
の
行
基
は
「
行
基
菩�

薩�

」
と
呼
称
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
西
源
院
本
や
神
宮
徴
古
館
本
が
贈
答
歌
の
部
分
に
お
い

て
他
作
品
の
型
に
引
き
ず
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
『
太
平
記
』
古
態
本
文
自
体
の
不
徹
底
さ
が
招
い
た
結
果
で
も
あ
っ
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

註
盧

引
用
は
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。

大
仏
供
養
導
師
説
話
の
変
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盪

義
江
彰
夫
氏
「
菩
提
僊
那
・
行
基
に
関
す
る
史
実
と
説
話
」（『
大
倉
山
論
集
』
四
八
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

蘯

堀
一
郎
氏
「
婆
羅
門
僧
正
に
つ
い
て
│
│
寧
楽
仏
教
史
序
考
│
│
」（『
宗
教
研
究
』
新
一
一
―
二
、
一
九
三
四
年
）
は
、
当
該
説
話
の
成
立
時

期
を
八
五
〇
〜
九
五
〇
年
頃
と
推
定
し
て
い
る
。
米
山
孝
子
氏
『
行
基
説
話
の
生
成
と
展
開
』
第
三
章
「
行
基
歌
と
説
話
」（
勉
誠
社
刊
、
初

出
は
一
九
九
〇
年
）
は
初
見
を
『
三
宝
絵
』
と
し
つ
つ
も
、『
東
大
寺
要
録
』
所
引
の
「
大
安
寺
菩
提
伝
来
記
」
を
先
行
と
見
て
い
る
。

盻

引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

眈

同
前
。

眇

引
用
は
汲
古
書
院
刊
行
の
影
印
本
に
よ
る
。
た
だ
し
、
平
仮
名
に
統
一
し
、
濁
点
を
施
す
な
ど
、
私
に
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

眄

神
田
本
巻
二
十
五
は
巻
末
章
段
に
お
い
て
、
香
匂
新
左
衛
門
尉
高
遠
の
地
蔵
信
仰
に
関
す
る
独
自
異
文
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
龍
寺
供
養

を
め
ぐ
っ
て
源
通
冬
が
語
る
宗
論
先
例
の
中
に
鐵
園
精
舎
の
説
話
が
含
ま
れ
て
い
る
点
も
、
後
出
形
態
で
あ
る
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
。
こ
の
話

を
収
載
す
る
伝
本
は
多
い
が
、
例
え
ば
神
宮
徴
古
館
本
は
「
和�

漢�

の
間
に
其
例
お
ほ
く
候
」
と
語
り
出
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
竺
・
震
旦
・

本
朝
と
い
う
三
国
説
話
紹
介
の
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
天
正
本
は
語
り
出
し
を
「
三�

国�

の
間
に
そ
の
例
多
く
候
ふ
」
と
し
て
い
る
が
、
章
段
名

は
「
和�

漢�

宗
論
事
」
と
な
っ
て
お
り
、
統
一
が
取
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
ず�

れ�

は
鐵
園
精
舎
説
話
が
後
補
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

他
方
、
西
源
院
本
や
今
川
家
本
は
「
和
漢
之
間
ニ
」
の
語
り
出
し
を
受
け
て
、
震
旦
・
本
朝
の
二
説
話
の
み
を
載
せ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
原
形

に
近
い
と
思
わ
れ
る
。

眩
『
巻
絹
』
で
は
、
婆
羅
門
僧
正
が
先
に
「
霊
山
に
」
と
詠
み
、
行
基
が
「
迦
毘
羅
衛
に
」
と
返
し
て
い
る
。
組
み
合
わ
せ
は
『
太
平
記
』
と
同

じ
で
あ
る
が
、
順
序
は
逆
に
な
っ
て
い
る
。

眤
『
太
平
記
』
諸
本
の
う
ち
西
源
院
本
系
統
の
本
文
が
同
じ
形
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
小
秋
元
段
氏
『
太
平
記
・
梅
松
論
の

研
究
』
第
三
部
第
五
章
「『
太
平
記
』
と
『
三
国
伝
記
』
に
介
在
す
る
一
、
二
の
問
題
」（
汲
古
書
院
刊
、
初
出
は
一
九
九
五
年
）
参
照
。

眞

引
用
は
続
々
群
書
類
従
に
よ
る
。

眥
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
第
百
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
引
用
は
大
正
新
脩
大
蔵
経
に
よ
る
）。

婆
羅
門
僧
正
於
南
波
浜
相
見
行
基
菩
薩
云
、

霊
山
ノ
釈
迦
ノ
御
前
ニ
チ
ギ
リ
コ
シ

文
殊
ノ
御
カ
ホ
ア
ヒ
ミ
ツ
ル
カ
ナ

行
基
菩
薩

大
仏
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導
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迦
�
羅
会
ニ
ト
モ
ニ
チ
ギ
リ
シ
カ
ヒ
ア
リ
テ

真
如
ク
チ
セ
ズ
ア
ヒ
ミ
ツ
ル
カ
ナ

眦

田
中
貴
子
氏
『『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
世
界
』
第
九
章
「『
渓
嵐
拾
葉
集
』
と
『
太
平
記
』
│
│
行
基
と
波
羅
門
僧
正
の
贈
答
歌
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
）
は
、『
太
平
記
』
の
依
拠
資
料
が
す
で
に
特
異
な
形
を
と
っ
て
い
た
と
い
う
仮
説
を
唱
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
現
存
し
な
い
そ
の
依
拠
資
料
を
共
有
し
て
い
た
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
作
者
が
、
行
基
文
殊
説
に
抵
触
し
な
い
形
に
訂
正
し
た
こ
と
に
よ

り
、
前
掲
註
眥
の
形
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る
。

眛

前
田
家
本
『
太
平
記
』
に
も
独
自
の
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
。
両
者
の
詠
作
と
し
て
新
た
に
一
首
ず
つ
が
加
わ
り
、
そ
の
追
加
和
歌
の
中
で
行

基
は
婆
羅
門
僧
正
か
ら
「
普
賢
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

眷

神
田
本
の
場
合
、「
迦
毘
羅
会
に
」「
霊
山
の
」
の
順
で
掲
出
さ
れ
て
は
い
る
が
、
二
首
の
入
れ
替
え
を
指
示
す
る
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
も
な

さ
れ
て
い
る
。

眸

天
正
本
や
流
布
本
な
ど
で
は
「
あ
る
人
」
が
「
夢
窓
」
に
書
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。

睇

拙
稿
「
動
乱
期
の
歴
史
叙
述
│
│
『
太
平
記
』
巻
二
十
九
の
桃
井
入
京
記
事
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（『
日
本
文
学
』
四
九
―
一
〇
、
二
〇
〇
〇
年
）

参
照
。

睚

拙
稿
「
承
久
の
乱
と
『
梅
松
論
』」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
二
―
一
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、『
梅
松
論
』
に
見
ら
れ
る
こ
の
手
法
に
つ
い
て
論
じ

た
も
の
で
あ
る
。

（
き
た
む
ら

ま
さ
ゆ
き
・
関
西
学
院
大
学
専
任
講
師
）
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